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１．８月末の信用金庫の預金・貸出金 

2021 年８月末の全国 254 信用金庫の預金残

高の合計は、160.1 兆円、前年同月比 3.2％増

となった。貸出金残高の合計は、78.3 兆円、

同 2.0％増となった。前月の７月末は、預金が

同 3.7％増、貸出金が同 3.0％増であったので、

いずれも増加率が鈍化した。 

預金は、８月が年金支給のある偶数月である

ことからも増加し、初めて 160兆円台となった。

貸出金は、過去最高額となった７月末残高

(78.5 兆円)をやや下回ったが、高い残高水準

が続いている。 

20 年度春以降、コロナ禍に対応した資金繰

り融資や各種給付金等から、預金・貸出金とも

長期的にみても高い増加率を示していたが、そ

うした動きはほぼ一巡した(図表１)。 

 

２．信用金庫業界の預金は初の 160兆円台に 

信用金庫業界の預金残高の長期的推移を振

り返ると、コロナ禍の影響もあり、近年、増加

ペースを速めている。 

1997年 12月に 100兆円台となった信用金庫

業界の預金量は、約 20 年後の 2017 年６月に

140兆円を超えた。その３年後、コロナ禍の 20

年６月に 150兆円を超え、その 14か月後の 21

年８月に初めて 160兆円を超えた(図表２)。 

2021年８月末の信用金庫の預金・貸出金動向 (速報) 
－ 預金は 3.2％増、貸出金は 2.0％増に － 

井上 有弘 

ポイント 

 2021 年８月末の全国 254 信用金庫の預金残高の合計は、160.1 兆円、前年同月比 3.2％増となっ

た。貸出金は、78.3兆円、同 2.0％増となった。いずれも前月７月に比べて増加率が鈍化した。 

 信用金庫業界の預金残高の長期的推移を振り返ると、コロナ禍での資金繰り支援もあり、近年、

増加ペースを速めている。2021年８月末には、初めて 160兆円を超えた。 

 預金・貸出金の高い増加率を支えた実質無利子無担保の制度融資を多く含む信用保証協会の保証

承諾実績をみると、最新データとなる 21年７月には前年７月のほぼ 10分の１となっている。 

 今後より重要となってくる本業支援については、信用金庫による取組みが進展している。 

 

（図表１）信用金庫の預金・貸出金増減率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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●バブル経済崩壊(91年３月)

●金融危機、拓銀・山一証券が

経営破綻(97年11月)

●ペイオフ部分解禁(02年４月)

●リーマン・ショック(08年９月)

●東日本大震災(11年３月)

●マイナス金利(16年２月)

●量的・質的金融緩和(13年４月)

●第２次安倍内閣(12年12月～20年９月)

← 戦後２番目の景気拡大局面 →

(12年12月から18年10月の71か月)

← 戦後最長のいざなみ景気 →

(02年２月から08年２月の73か月)

●熊本地震(16年４月)

菅内閣(20年９月～)●



 

本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

３．信用保証制度の利用も一巡 

コロナ禍の中小企業の資金繰り支援、さらに

信用金庫の預金・貸出金の高い増加率を支えた

実質無利子無担保の制度融資については、民間

金融機関での申込みが 21 年３月末で終了して

いる。 

このため、実質無利子無担保のいわゆる「ゼ

ロゼロ融資」を多く含む信用保証協会の保証承

諾実績(全国計)をみると、感染が拡大した昨年

３月以降に大きく伸び、20 年６月がピークと

なっていた(図表３)。その後、保証承諾額、件

数とも鈍化傾向で推移してきたが、年度末の

21 年３月に再び大きく伸びている。民間金融

機関による申込期限である３月末にかけて、申

込が集中したためと考えられる。 

保証承諾額の前年同月比をみると、最新デー

タとなる 21 年７月には 9.6％と、前年７月の

ほぼ 10分の１となっている(図表４)。保証承諾

の水準でみても、７月は 4,764 億円と、コロナ

禍前の水準も下回るようになっている 。 

一方、倒産などで金融機関への返済ができな

くなった場合に信用保証協会が金融機関に対

して貸付残額を肩代わりする代位弁済は、低水

準で推移している。このため、代弁率(代位弁

済金額×12/保証債務残高)は、現状１％を下回

る水準で推移している。 

 

４．本業支援の取組み進展 

９月13日から19都道府県で緊急事態宣言が

３度目の延長となり、人の移動など経済活動に

制約がかかる状況が続いている。中小企業の資

金繰りについては、業種や企業による違いが大

きいものの、総じて１年前のように資金繰り資

金が急増するような状況にはない。 

今後より重要となってくる本業支援につい

ては、例えば、ウィズコロナの経営環境に対応

するため中小企業の事業の再構築を支援する

「事業再構築補助金」では、公表された採択企

業１万７千者以上のうち、３千者近くが信用金

庫を認定支援機関とするなど1、信用金庫によ

る本業支援の取組みが進展している。 

以 上 

※「信用金庫地区別預金・貸出金(残高)」を信用金

庫に還元しております。併せて、ご活用ください。 

                         
1 事業再構築補助金ホームページ

(https://jigyou-saikouchiku.go.jp/result.php)より 

（図表２）信用金庫業界の預金残高の長期推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

 

（図表３）信用保証協会の保証承諾実績の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （備考） 全国信用保証協会連合会資料より、信金中央金庫 
地域・中小企業研究所作成 

 

（図表４）保証承諾額・代弁率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （備考） 全国信用保証協会連合会資料より、信金中央金庫 
地域・中小企業研究所作成 

 
 

  （備考） 全国銀行協会「全国銀行預金・貸出金等速報」等より、信金

中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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